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この日は「花いっぱい運動」で就労継続支援Ｂ型事業所「Ｈａｎａ

と花舎」のメンバーが丹精込めて作った花苗を植える日。 

参加した女性は誇らしそうに花壇を見つめながら「ここはポイ捨て

が本当に少ない。草がボーボーだったらゴミも多いと思うけど、可愛

い花を植えてきれいにしておくと、人の心もきれいになるんでしょ

う」と。中には自宅に咲いた花を株分けし、持ってこられた人も。 

また、別の参加者は「家で寝とってもね、楽しくもなんともないで

しょう。月に一回でも土をいじって、みんなでしゃべって。今でも元

気でおられる秘訣だと思いますよ、ありがたいと思っています。そろ

そろ歳だからと思いながらも続けているんですよ」と笑って活動の効

果を教えてくださいました。 

作業は当番制ではなく、声を掛け合ってされているとのこと。 

活動を引き継いだ現会長の三和紘洋さんは、「活動者が高齢化し

て、これだけ広い場所を管理するのが難しくはなっている。でも、ま

ぁ、楽しくやっているからね。今後は若い人が一緒にやってくれて、

活発な活動になったらいいと思っています。でも、みんな仕事をされ

てるからねぇ」と活動を継続する楽しさと難しさを口にされました。

また、最後に「これからも地域活動を応援してね！」との言葉をいた

だきました！ 

地域活動をする上での心配ごとやお困りごとがありましたら、市社

協大野事務所までお気軽にご相談ください。応援しながら、一緒に考

えていきます！ 

  

 

ご寄付は大野地域の福祉事業に活用させていただきます。 

ありがとうございました。（９月1６日～１１月15日受付

分） 

ご寄付をいただきました 

《香典返しにかえて》 
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旧大野町民生児童委員OB友の会  

 

「
相
談
員
」
が
悩
み
事
や
困
り
事
・
介
護
の

悩
み
等
を
お
聞
き
し
、
相
談
に
乗
る
と
と
も
に

必
要
に
応
じ
相
談
機
関
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

相
談
は
無
料
で
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

大
野
支
所
３
階 

‐
３
２
９
４ 

‐
３
２
７
５ 

※
大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
相
談
は 

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

※
来
所
さ
れ
る
場
合
、
予
め
検
温
し
、
体
温

が

．
５
度
未
満
で
あ
る
こ
と
を
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。 

※
感
染
予
防
の
た
め
中
止
・
変
更
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

 

心
配
ご
と
相
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週
木
曜
日
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野
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大
野
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セ
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(

大
野
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(

大
野
支
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1
月

日(
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（
第
４
火
曜
日
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ふれあい相談所 

 

１３時～１６時 

認知症サポーターってなに？ 

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地

域で認知症の人やその家族に対して、できる範

囲で手助けする「応援者」のことです。 

一
緒
に
考
え
よ
う
！  

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
に
は
？ 

～ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

～ 

地域の取り組みを 

パネル展示でご紹介♪ 

５区の郷万年青会では、毎月第３金曜日に新幹線下の中津岡川から大野インターチェンジ入り口

に向けた花壇の手入れと清掃を続けています。 

郷万年青会の元会長山根実夫さんは「この花壇を手入れする人がいないと相談を受けて、万年青

会で月に一回手入れをすることにしたと聞きました」と振り返り、「きれいにしとったら道を通る

人が気持ちええよね」と、10年以上続けてこられた思いを話されました。 

 

「今年度は大野福祉まつりが中止にな

り、大野地域の住民や施設の福祉活動を紹

介する機会がない…」 

そうした思いに応え、10 月 1 日～７日

の1週間。大野支所3階で、地域団体や福

祉団体の活動展示を実施しました。 

今回は 6 団体が展示。来所者は、各団体

の活動を興味深そうに見ていました。 

これからも市社協では、地域の皆さんの

取り組みや活動をさまざまな形で応援して

いきます。 

 

 

 

10
月
19
日(

月)

大
野
支
所
３
階
研
修
室

で
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
、
29
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
べ
に
ま
ん
さ
く
の
里
の
遠
藤
秀

雄
さ
ん
か
ら
、
認
知
症
の
基
本
的
な
知
識

を
教
わ
り
、
続
く
座
談
会
で
、
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
代
表
世
話
人
の
金
本
捷
敏

さ
ん
と
畑
口
と
き
子
さ
ん
、
望
海
の
里
の

岸
本
秀
行
さ
ん
か
ら
、
認
知
症
の
家
族
を

介
護
し
た
体
験
談
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

登
壇
者
か
ら
は
「
何
の
病
気
な
の
か
分
か
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ

な
病
院
を
転
々
と
し
た
」
「
本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
く
れ
な
い
」
「
本
人
が
自
分
に
ば
か
り
つ
ら
く
当
た
る
の

で
、
こ
ち
ら
が
参
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

苦
労
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。 

畑
口
さ
ん
は
、
「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
の

で
、
介
護
を
続
け
て
こ
れ
た
。
１
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
誰
か

に
助
け
を
求
め
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
身
近
な
病
気
で
す
。
た
だ
し
、

周
囲
の
理
解
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
あ
れ
ば
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

市
社
協
で
は
、
町
内
会
や
サ
ロ
ン
な
ど
身
近
な
地
域
で
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

「
ご
近
所
や
仲
間
内
で
、
認
知
症
の
勉
強
が
し
て
み
た
い
」

「
一
緒
に
考
え
た
い
」
と
い
う
際
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。 


